
演 題 募 集 要 項 

  

○応募資格 

1. 筆頭演者は一般社団法人山梨県理学療法士会（以下本会）の会員に限ります。 

2. 共同演者も原則として本会会員に限りますが、本会会員外の共同演者がある場合には、その

主体が本会会員であることが必要となります。 

3. 演題は未発表のものに限ります。 

  

○応募演題に関する倫理上の注意 

1. ヘルシンキ宣言に沿った研究であることをご確認ください。特にプライバシーの侵害や人体に

影響を与える研究に関しては、対象者に説明と同意を得たことを本文中に必ず明記してくださ

い。 

2. 原則として厚生労働省の臨床研究に関する指針などの医学研究に関する指針に従ってください。 

3. 研究内容にレントゲン撮影や侵襲が含まれる場合は、抄録中にそれを施行した人の職種を必ず

明記してください。 

4. 倫理に関する内容を必ず記載してください。演者の所属する機関の倫理委員会で承認された研

究である場合は、その旨を抄録中に記載してください。 

 

○応募上の注意 

1. 応募された演題内容と学会当日の発表内容が大幅に変わることのないようにしてください。 

2. 筆頭演者は 1人 1演題のみです。筆頭演者として複数演題を応募することはできません。 

3. 共同演者の了解を得た上で応募してください。なお，共同演者も筆頭演者と同等の責任を負う

事をご承知ください。 

4. 内容の類似している演題および他学会や雑誌等で発表済みの演題は応募できません。 

5. 研究対象にとって不利となるような属性（人名，施設名等）を記載しないよう注意してくださ

い。 

6. 採択された演題の取り消しや発表形式の変更は出来ません。筆頭演者が発表できない場合は、

必ず共同演者が発表を行なってください。 

7. 演題の採否、および発表形式と演題分類の最終決定は、学会長及び学会準備委員会に一任とさ

せていただきます。 

8. 誤字・脱字・変換ミスを含め、校正・訂正は行ないませんので、十分にご確認ください。 

 

○演題採否通知 

1. 採否通知は、ご登録いただいたメールアドレスにお知らせいたします。通知がない場合、他の

受信フォルダ（迷惑メール受信フォルダなど）を確認の上、下記運営事務局まで E-mailにてお

問い合わせください。 

 

 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hokabunya/kenkyujigyou/i-kenkyu/index.html


○演題応募方法 

1. 学会誌用原稿１部を「学会誌用原稿作成上の注意」に従って作製し、募集期間内に下記メール

宛へデータを添付し、送信してください（郵送での原稿の受付は行いません）。 

2. 応募演題を添付する際は、原則として１演題につき１通としてください。 

3. 件名は「第 23 回山梨県理学療法士会学術集会原稿 発表者氏名」としてください。 

4. 原稿を受理した後、発表者宛へ受理報告のメールをお送り致します。一週間以内に受理のお知

らせがない場合は必ず学術集会部までお問い合わせください（原稿が受理されていない可能性

があります）。 

5. 原稿送信先  

＜学術集会部メールアドレス＞  shikaigakujyutu.yamanashi@gmail.com  まで 

 

○演題発表形式について 

演題は、口述発表形式（コンピュータプレゼンテーション）またはポスターで行います。 

発表は 7分、質疑応答は 3 分程度とします。発表人数によっては変更になる可能性があります。 

１）発表用ファイルの作成要領 

1 ファイルは Windowsにて PowerPoint プレゼンテーションで作成してください。 

2 スライドのサイズは 4：3での作成としてください。 

3 Macintosh版 Power Point で作成したデータは、互換性が損なわれる可能性があります。 

事前に Windows PCにて動作の確認を行ってください。 

4 静止画像の場合は JPEG形式を利用して作成して下さい。 

5 可能な文字種について 

JIS第１，第２水準で規定されている文字以外は原則として使用できません（人名も含

む）。特に後述の機種依存文字の使用は絶対に避けて下さい。コンピューターの機種に

よって全く互換性がなく，他の機種では正常に表示されません。データ共有の面で重大

な支障を生じます。 

 

＊代表的な機種依存文字（すべて全角文字） 

 

上記の文字は半角英数や他の文字で全て代用可能です。 

＊以下の全角記号は使用可能です。（JIS第１，第２水準で規定されている） 

→←↑↓％‰Å＋－±×÷＝≠≒≡≦≧ 

∞∽∝⊆⊇⊂⊃∩∪∧∨αβγδεζηθικλμνξοπρστυφχψω～℃ 

6 スライドのデザインや背景を複雑にすると画面表示に時間のかかる場合がありますので注

意して下さい。 

7 プレゼンテーションファイルは 1度保存したものを，他のコンピューターで動作確認を行

って下さい。 

mailto:gakujyutu.yamanashi@gmail.com


8 上記 1～5 の内容に従って作成しなかった場合，当日正常にファイルが動かないなどのト

ラブルが生じても一切責任は負えません。 

9 持ち込むデータは、必ず事前にウイルススキャンを行って下さい。 

 

２）プレゼンテーションファイルの操作は演者自身で行って下さい。やむを得ない場合は，操作担

当者を一人準備して下さい。 

３）ファイルの持ち込み方法は，発表当日に CD-R （ISO準拠モード）でお願いします。 

またファイルは 2枚用意してきて下さい。 

４）発表は Windowsコンピュータを使用しますので，ご了承下さい。コンピュータは学術集会主催

者側で準備します。 

５）座長用原稿は不要です。 

 

〇学術集会誌用原稿作成上の注意 

1.ひな形はメールにて添付ファイルにてお送り致しましたのでご確認ください。 

  演題名とキーワード、キーワードと所属名及び氏名、所属名及び氏名と本文の行間は１行 

とし、各項目（演題名３行・キーワード２行・所属名及び氏名７行）は文字数が所定範囲に収まっ

たとしても、規定行数のスペースを取ることとする。 

例 演題名が１行で終わったとしても、２行空けてから行間を１行挿入し、キーワードを記載す

る。 

 

 2.本文中には、目的・方法・結果・考察・まとめ等の小見出しをつけて、1,700字から 2,000 字 

以内にまとめてください。 

 3.キーワードは必ず 3個を選び、キーワード間には中点〔・〕を付けてください。 

4.図表は原稿用紙右下、最終行より 12 行以内に収めてください。図表は鮮明なものを使用し、説明

文も活字を用いてください。図表の背景は白として下さい。なお、写真は不可です。 

 5.演者名は、発表者を筆頭にして 1行につき 3名までとします。 

 6.氏名は５字取りを基本とし、氏名と氏名の間には、中点〔・〕を付けてください。 

 

〇演題応募上の注意 

＊ 応募された原稿は、学術集会部で校正させていただきます。 

＊ 応募された原稿と学会当日の発表内容が大幅に異なる場合には、学術集会部から厳重に注

意されることがあります。 

＊ 主演者としての発表は１題に限ります。 

＊ 演題申し込みにあたり、共同研究者の了解を得た上で応募してください。 

＊ 発表にあたっては、プライバシーの保護に十分ご注意ください。 

 

〇学会誌用原稿の募集期間 

   令和元年 10月 21日（月）から令和元年 10月 31日（木）までとします。また、締切りを過ぎて

の応募は無効とします。なお、応募された原稿の返却は一切致しません。 



 

〇送付先および演題申し込みに関する問い合わせ先 

  一般社団法人 山梨県理学療法士会 士会学術集会部 

〒400-0832 山梨県甲府市上町 753‐1   

甲府城南病院 リハビリテーション部 理学療法科 宮野将貴 

TEL.0552-41-5833（リハ部直通）   FAX.0552-41-8660 

    E-mail：shikaigakujyutu.yamanashi@gmail.com 

   

  ※お問い合わせの前に、もう一度本要項をご確認頂きますよう、お願い致します。 


